






〔はじめに〕 

乳幼児期までしか生存しないといわれた重症心臓病患者が,医学のめざましい進歩により

長期生存する症例もでてきた。そのこと自体は非常に喜ばしいことである。これまでは,

心臓病患者に対しては高校生までの生活管理指導表が作製され,それに準じて生活指導を

おこなってきた。しかし,高校卒業と同時に働く意欲がある患者は就職を希望し,社会生活

に適応しようとする。現実の問題として,これら心臓病患者にとってどういう職業があるの

か,また,どういう職業へ就けるのか知りたいが,その辺が具体的にいまだはっきりしない

ことが多い。というより,その原因が主治医と職業安定所,さらに雇用主との間の連絡が不

十分であるためと思われる。この点について検討した。 


